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シュタイナー幼稚園における演劇の実践 と理論

広 瀬 綾 子

【要旨】

哲学者 ・人智学者 ・教育者ル ドルフ ・シュタイナー(RudolfSte血er,186i-1925)の 教育理論に基づ くシュタイナ

ー幼稚園では、さまざまな教育活動が行われる。本稿ではシュタイナー幼稚園で頻繁に行われるキリス ト降誕劇 を

例にして、教育方法としての演劇に着目する。シュタイナー幼稚園での演劇教育を支えるのはシュタイナーの入間

観、教育観であるが、かれは、身体組織 ・器官の形成、身体活動 ・運動、言葉を話すことおよび思考すること、道

徳性 ・宗教性の発達の4点 を幼児の本性 として重要視した。シュタイナーにあっては、幼児の本性を満たすことが、

幼児教育の目標とされる。それゆえシュタイナー幼稚園では、シュタイナーが幼児の本性として、また教育方法 と

して最 も重視した模倣の原理に基づき、身体組織・器官の形成、身体活動・運動、話す力の形成、道徳性 ・宗教性の

育成の方法として演劇が行われるのである。シュタイナー幼稚園で行われる演劇が日本の幼稚園で行われる演劇 と

最も異なるのは、教師が先導 し、中心となって模範を示しつつ幼児と一緒に劇を行うことであり、これはシュタイ

ナー幼稚園における教育方法としての演劇活動で最も重要なことがらである。

は じめに

シュ タイナー教育 とは、 オース トリア生 まれの哲学者 ・人智学者 ・教 育者 ル ドルフ ・シュ.タイナー

(RudolfSteiner,1861-1925)の 教 育理論お よびその理論に基づ く教育実践 に対する総称である。別名、 ヴ

ァル ドルフ教育 ともいう。シュタイナーの教育理論 を支えとする教育実践は、 シュタイナー(ヴ ァル ドル

フ)学 校およびその幼稚園の設立 とい うかたちで展開され、約80年 の歴史 をもつ。この学校はわが国の小、

中学校お よび高校の三つの段階を統合 した12年 制一貫教育の私立学校であるが、幼稚園とも連携 してお り、

す ぐれた人間教育として世界60力 国に広 まり注 目を浴びる。その人間教育 を構成す るものの一つに、演劇

教育がある。シュ タイナー学校では 「演劇 は学校の 日常の行事」(カ ールグレン,F,1992,174頁)と して と

りわけ重視 され、教育の重要な柱 として位置づけられている。同様 に、シュ タイナー学校ほどではないが、

シュタイナー幼稚 園においても、演劇活動が行 われる。 しか しこの分野 については、わが国ではい まだ紹

介されておらず、研究 も行われていない。

本稿では、幼児期において教育活動の一環 として行われている演劇活動に注 目す る。本稿の課題は、幼

児期の子 どもの本性を明 らかに し、シュ タイナー幼稚園における演劇活動の目的を明 らかに し、さらにそ

の目的を達成するための方法の原理を究明することにある。以下、それらを次のような順序で明らかにし

たい。① シュタイナー幼稚園におけるキ リス ト降誕劇②教育の基礎 としての人智学的人間観③幼児期の子

どもの本性 と教育の目標④幼児教育 としての演劇活動の方法の原理。

1.シ ュタイナー幼稚園におけるキリス ト降誕劇

シュタイナー幼稚 園では毎年 クリスマスの時期になるとキ リス ト降誕劇がお こなわれる。 ア ドヴェン ト

(待降節:ク リスマス前4週 間の準備期間)に は、人形劇 などさまざまな催 しがおこなわれるが、キ リス ト

降誕劇 はその中でも目玉である。園児たちは、キ リス ト降誕劇 に登場す る人物、その他 に扮 して想像の世

界 を演 じて遊ぶ。わが国でもあちこちの幼稚園で、園児が ヨセ ブ・マ リア、羊飼いなどの役 を演 じるかた

ちで、キ リス ト降誕劇が行われるが、シュタイナー幼稚園におけるキリス ト降誕劇は、私 たちが想像する

園児たちの劇 とは大 き く違 ってい る。私たちが想像する幼稚園児たちの劇 といえば、大人の劇の縮小版、

つまり園児たちが舞台上で与えられたセリフを言い、教師が舞台袖で園児たちの演技や進行 を見守 り、客

席で親たちが鑑賞するといった形態であろう。当然、舞台の上には園児たちがいるだけであって、教師は
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一切登場 しない
。 ところが シュタイナー幼稚園の劇はそれ らとは全 く異なる。最 も大 きな違いは、シュタ

イナー幼稚 園では、教師が登場 し、 しか も教師が劇の中心的な役割 を果たす ことである。いわば教師が劇

の主役である。 もう一つは、園児たちがセリフを暗記 して一人一人セ リフを言 うということは一切ない と

いうことである。つまり、教師の先導に従い、教師 と一緒になってセ リフを しゃべ り、歌 を歌い、動作を

するのである。

具体的にはこんなふ うである。まず、教 師が ヨセブ、マ リア、羊飼いな どの配役を決め、園児たちは一

人一人違った衣裳 を教師に着せ てもらう。衣裳は劇の雰囲気を出すのに大変重要な役割 を果 た している。

そして教師主導で教 師と同 じしぐさを し、ライアー1)や 笛 に合わせてみんなで歌いながら円になる。身

重のマ リアとヨセブが宿 を求める場面では、教師がス トー リーやセリフを語 り、それにしたがって、 ヨセ

ブとマ リア役 の園児は円の中央に進み出て、宿屋の戸 をたた く動作などをする。 このような簡単な しぐさ

もすべて教師が導 く。その他の園児たちは、教師と共 に歌 いなが ら、教師が 「残念なが らこの宿屋 は一杯

です」 と(ヨ セブとマ リアの申 し出を)断 るしぐさをまねる。そ して3人 の博士役 の園児 たちは、歌にあ

わせて円の外(ま わ り)を 何周か回ったのち、マリアとヨセブのもとに辿 り着 き、教師の先導やセリフに

したが って、乳香 やもつ薬を円の中央 のマ リアとヨセブの元にいる幼子イエスに捧 げる。ス トーリーやセ

リフを語るのは、共 に演 じる教師であ り、時折、園児 たち もその教師が リズ ミカルに口に出す言葉 を、教

師 と共 にみんなで言 う。これがいわゆる 「セリフ」に とってかわる。歌 うことや しぐさ、身ぶ りが重視 さ

れるが、そのどれ もが教師の真似である。

私たちが想像する幼稚園児の劇 とシュタイナー幼稚 園で実際行 われている劇の違いは何 に由来 している

のだろうか。演劇活動に限 らず、教育のあ り方について、シュタイナーは次の ように述べる。「あらゆる

教育 と授業 は人間の本性 についての真の認識から湧 き出てこな くてはな りません」(Steiner,R1924e,S.9)。

そ れ故、幼稚 園での演劇活動のあ り方を理解するために、まずは、シュタイナーが幼児期の子 どもの本性

や発達 をどのように捉 えているのかを明 らかにする。

2.教 育の基礎としての人智学的人間観

シュタイナー教育の根本 をなすのは、人智学的人間学である。 この人間学では、子 どもの霊性・神性 と

いった目に見 えない世界が大切 にされる。人智学的人間学では、シュタイナーによれば、子 ども(人 間)

は身体(Leib)、 霊(Geist)、 お よび魂(Seele)の3つ より成る存在である(Steiner,R。1919a,S.91;シ ュ タ

イナー,R.1989a,93頁)。 身体は、 この世だけに存在 し、眼で見ることので きる物 質であるが、霊 と魂は物

質ではない。これらは眼 に見えない ものであ り、子 ども・人間の内部 の奥 にあって働 く力である。霊は、

身体や魂の最内奥でたえず活動 し、す ぐれて 「創造的」「生産的」 に作用する神的 な力をその本質 とする。

魂 とは、思考 ・感情 ・意志 ・意欲 ・欲求 ・関心 ・記憶力 ・意識 … 等々の言葉で表現される力 ・能力あ

るいは活動 をその本質 とす る2)(Steiner,R.1920,S.37)。 霊 は、この魂 に作用 し、魂 に対 して方 向や意 図を

示 し、「真理や善 に生 きる力」 を与 える。

シュタイナーによる と、人間の発達過程 は魂、霊、お よび身体の変化 としてとらえられる。シュタイナ

ーは子 どもの発達を0～7歳(幼 児期) 、7歳 ～14歳(児 童期)お よび14歳 ～21歳(思 春期・青年期)の3つ の

時期 に区分する。身体 、魂および霊 のあ り方が年齢 ・時期によって異なるために、 このように3つ に区分

されるのだが、シュタイナー教育では、これら3つ の発達段階が重視 され、各時期の子 どもの本性 に応 じ

てカ リキュラムが組 まれ、教育活動 ・授業が展開 される。 したがって、子 どもの教育 に従事する者が まず

行わなくてはならない ことは、3つ の各々の時期の子 どもの本性が どのようなものであるかをよく認識 し、

思春期 ・青年期以後 に展 開される人生についてもよく理解 してお くことである、 とされる。 シュタイナー

は、この ことを、教育者 として何 よ りも大切なことは、人間の生涯の中にい くつかの大 きな節 目3)が あ

ることを洞察 し、生涯全体がい くつかの時期に区分 されな くてはならないことを知ることである、と訴え、

さらに続けて次のように述べている。「教師・教育者 として、子 どもと深 く人間的な関係(einwirkliches,

tiefmenschlichesVerhaltnis)を 取 り結ぼうとする人は、まさにこれ らの時期 についての基本的な認識を持
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っ て い な け れ ば な り ませ ん」(Steiner,R1996,S.8)。

3.幼 児 期の子 どもの本性 と教育の 目標

幼児期は上 に述べた三つの時期の第一の段階に相当する。この誕生か ら歯の生 えかわる6、7歳 頃まで

の時期の子 どもは、それ以後の子 どもとは違 ったかたちで活動 し発達する。シュタイナーは 「人生最初の

3年 間、ひいては人生最初の7年 間 というものは、この時期の子 どもは後年の時期 とは全 く違 う存在である

がゆえに、人間の生の全展 開にとって最 も重要である」(Steiner,R.1923b,S.104;シ ュ タイナー,R.1985,140

頁)と 述べ、この時期 を、後の発達過程 にとって基礎 となる最 も重要 な時期 として位置づける。各々の時

期の教育の方法は、シュタイナーにあっては、各時期の人間の本性 についてのより詳 しい考察お よび教育

の目標の設定 と一体 になって提示 されている。それで、以下では、シュタイナーが主張する幼児 の本性 と

教育の 目標 を明 らかにし、これ との関連で幼児教育の方法 としての演劇活動 について述べたい。

シュタイナーによれば、誕生から7歳 頃までの幼児の本性 としては、次の4点 が重要である。第一に、身

体組織 ・器官の形成であ り、第二に身体活動 ・運動である。第三 に、言葉 を話す ことおよび思考すること

であ り、第四に、道徳性 ・宗教性 の発達である。幼児は こうした4つ の本性 をもって生 きるが、この4つ は、

シュタイナーにあっては、同時に幼児教育の目標 に直接つながる。幼児の本性 を満たすことが、幼児教育

の目標 とされるからである。

(1)身 体 の組織 ・器 官の形成

シュタイナーによれば、幼児期には霊 と魂 と身体の3つ が、他の どの時期 よ りも相互に結合 し一体 とな

って成長 しようとするが、それらのなかで特に発達が著 しいのは身体である。身体 とは、脳、心臓、肺、

胃、腸、骨格、筋肉等々の身体組織 ・器官のすべてを言 うが、幼児期における身体組織の形成 とは、その

基本的形体の形成のことを言 う。 シュタイナーは次の ように述べ る。

「子 どもの肉体の器官は歯が生 え変わるまでのあいだに、一定のかたちに形成 されな くてはなりません。

肉体の器官の構造は、この時期 に、特定の方向と傾向を受け取 らな くてはな りません。そのあとでほん

とうの意味での成長が始 まりますが、この成長はその後ず っと、7歳 までに作 り出 された肉体の形態を

基礎 として生 じます。七歳までに正 しい肉体の形態が作 り出されると、その後、それをもとに正 しい形

態が成長 します」(シ ュタイナー,R.1999a,63頁)。

人智学的人間学 に従えば、人間固有の精神的生活の享受は、決 して魂や霊の力だけに依 るのではな く、

身体の力にも基づ く。身体は、精神的生活に対す る傾向性 というもの を持 ってお り、身体のこの傾向性が

精神的生活の享受に重要な役割 を果たすのである。 もしもす ぐれて崇高な精神的世界に敏感 に反応する身

体 を持つな らば、人間は、容易 に精神的・道徳的な生活 を営み享受することがで きるとされ、身体組織の

正常な形成 のために必 要なのは、精神的にす ぐれた世界 に対する傾向性であるとい う。その傾 向性 とは、

霊や魂が個人の成長 ・発展 のために必要な善や真理、美などのす ぐれて精神的 な世界に進 もうとするとき、

身体がそれを援助する方向へ と進むことをい う(広 瀬俊雄1988,98頁)。 つまり、人間の身体諸器官は、単

に生物学的な生命のための器官ではな く、それは、同時に人間の うちに精神 的生活 を生み出 し支 える器官

で もある。

シュタイナーによれば、そうした身体組織の健全 な傾向性 とい うものは、大人になってから育成される

ものではなく、幼児期 に形成 される。そ して、幼児期 に形成された身体組織 の傾向性 は、それ以後の時期

に持続 し、人間の精神的、道徳的 な生活に大 きな作用 を及ぼすとされる。それゆえ、幼児期の教育は、そ

のような身体組織の健全な傾向性の形成を目指 して行われなくてはならないのである。 シュタイナーは次

の ように述べている。「教育者 としての役 を務めるものは… 健康 なる肉体機構の進むべ き方向を取って展

開するように、方向づけ導いてやる ように努 めねばな りませ ん」(Steiner,R.1922,S.62;シ ュ タイナー,R.
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1981,90頁)。

(2)身 体 の活 動 ・運 動

誕生後の幼児の成長 を観察すれば分かるように、幼児 はまだ立って歩 くことがで きない うちから、手で

もの をつかみ、這いまわったりころげまわった りして身体 をしきりに動かす。そ してこうした身体運動の

後に、直立歩行 がで きるようになる。 シュタイナーによると、1歳 から7歳 までの時期 においては、幼児の

生は身体運動によって支配 されているとされる(Steiner,R.1924b,S.48)。 身体運動、特に身ぶ り・歩行 は、

概括的にみれば幼児期全体の特徴 とされるが、幼児教育に従事する者は、 この身体運動 を主として次の理

由か ら教育の目標 として重視 しなければならない。

第 一 の 理 由 は 、 幼 児 の 身 体 運 動 が 、 うち か ら 自然 に湧 き出 て くる 「最 も内 的 な衝 動 」

(Steiner,R.1924b,S.47)あ るいは 「最 も根源的な衝動」(Steiner,R.1924b,S.47)に 基づ くものだか らである。

幼児期に身体運動が重視 される第二の理由は、身体運動が魂の要素である意志の発達を促すからである。

シュタイナーによれば、誕生から7歳 頃までは、魂の中の意志が感情や思考 よりも著 しく発達する。「人間

の身体活動 は、魂 ・精神的なもの として意志から生ずるのであ り、意志衝動が発出 して人間の運動器官の

中への流入することなのです」(Steinef,Rl923b,S.127;シ ュ タイナー,R.1985,171頁)。 つ まり、幼児 にあ

っては、意志が活動 しなければ身体運動 は生 じないのであ り、意志の活動が身体運動 のかたちで現れると

いうことである。意志の活動は、本来 は魂に属することが らである。 しか し、6、7歳 頃までは、意志 は、

身体から独立 した魂の ことが らとしてはい まだ活動で きず、身体の中で身体運動 というかたちで活動 し発

達 しようとするのである。 このことは言い換 えれば、感覚器官の活動 を含む全身運動が合 自然的に行われ

れば行われるほど意志が発達す るとい うことである。この ようにシュタイナーが幼児の身体へ の働 きかけ

を重視するのは、身体運動がそのまま後の魂の形成 につなが り、身体活動によって とくに意志の発達が促

されるか らである(Steiner,Rl923b,S.127;シ ュ タイナー,R.1985,171頁)。 なお、 シュタイナーは、こうし

た身体活動 と意志 との関係 について演劇論 の中でも 「身ぶ りの中には感情 によって満たされた人間の意志

の告白が息づいている」(Steiner,R1924d,S.390)と 述べ る。

幼児期では、身体 と魂の中の意志 の二つはまさに一体になってお り、意志 はたえず感覚器官を支え、 こ

れを動か しているのである。シュタイナーは言 う。 「意志的なものが、歯の生えかわ り(7歳 頃)ま での子

どもの身体全体の中で強烈 に働 きます」(Steiner,R.1923a,S.96)。 言 うまで もないが、 この意志 の力は、能

動性や自発性(Selbststandigkeit)を そ の本 質とする。それゆえ、子 どもは極めて活発 に活動する。その活

動の活発 さに注 目すると、 これを単 に能動性 とい う言葉で表現するだけでは不十分である。それでシュタ

イナーは、 しば しばBedUlfnis、 つ ま り 「欲求」あるいは 「要求」 という言葉で子 どもの本性の能動性 を表

現す る。彼は またときには"verlangen"つ ま り 「求める」「要求す る」 という言葉 で表現 し、"DasKi㎡d

f曲rtsichselbstindieseBahnhin6in"即 ち 「自分 自身でこの道 に入ってい く」(Steiner,Rl921-22a,S.130)と

い った言葉で表す。

(3)話 す 力の形成

シュタイナーによると幼児期 における 「話す能力」 と 「思考する」能力は、人間の生全体に とって極め

て重要な3つ の能力、すなわち、歩 く、話す、考えるという3つ の能力のうちの2つ の能力 とされ、 これ

らが人生の初期 にどのように獲得 されるかが考察 されねばならない。シュ タイナーによれば、話せるよう

になることが幼児 自身にとって重要なのは主 として次の3つ の理由による。

第 一 に、 シ ュ タイ ナー が 「… 話 す こ と を学ぶ こ とに よ って 人 間 は外界 との関係 を得 ます」

(Steiner,Rl923a,S.35)と 述 べるように、話せ るようになることで、幼児は外界へ と関係づ けられるように

なる。

第二に、話すことが幼児の身体、すなわち呼吸 ・循環組織の形成 につながる。シュタイナーによれば、

話す行為の出現の源泉の一つは、手足の運動 に備 わる 「リズみ」と 「拍子」にあ り(Steiner,R.1923a,S.35)、

話 す言語それ 自体 も音楽的な要素、つま りリズムと拍子をその本質とする(Steiner,R,1920,S。137)。 それゆ
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え、話すことはリズ ム組織である呼吸 ・循環組織に作用せず にはおかないというのである。

第三に、話す ことが思考・感情 ・意志といった魂の力の形成 に大 きな役割 を果 たすことである。それは魂

の力の中でとくに 「思考」力の形成 に強 く大 きな作用 を及 ぼす とい う。大 きな作用 を及ぼすとは、話す こ

とが思考活動を生み出す ということである。 このことをシュタイナーは 「話す ことが歩行や物の把持、す

な わ ち 人 間 の 運 動 か ら生 じる よ う に 、 思 考 は 話 す こ と か ら生 じ て く る の で あ り ます 」

(Stehler,R。1923b,S.111;シ ュ タイナー,R.1985,151頁)と 述べ る。

(4)道 徳 性 ・宗教性 の形成

シュタイナーは霊性の実在 を人間の内部 に認 めることで、人間は生まれなが らに真理や善 ・美へ の衝動 ・

欲求を有 しているという見解 に立っている。真理や善 ・美 に代表 される道徳的な感情には、 さまざまな感

傭があ るが、 シュ タイナーにあっては大 きく 「感謝(Dankbarkeit)」 、 「愛(Liebe)」 な らび に 「義務

(pflicht)」(Steiner,R.1923a,S.115)の3つ を意味する。 なかで もシュ タイナーは 「感謝の基礎は歯の生 えか

わり以前につ くられねばな りません」(Steiner,R.1923a,S.140)と 述べ 、幼児期 にこの 「感謝」の基礎 を築

くことを重視する。 シュタイナーが 「愛」や 「義務」に比べて、幼児期 において 「感謝の念」 を重視する

理由は、彼の次 の言葉 にみ られるように、「感謝」「愛」「義務」 という道徳性の発達の順序 に対する見方

にある4)。 「感謝の念か らは、あ らゆる ものが芽生えて参 ります。私達は感謝の念か ら、人間の 『人 を愛

する力』 や 『義務を感 じる能力』 を成長 させることがで きるのです」。(Steiner,R.1922,S.155;シ ュ タイナ

ー
,R。1981,231頁)つ まり、「愛」や 「義務」が 「感謝」の念を土台に芽生 えるゆえに、シュタイナーは感

謝の基礎 を築 くことを重視するのである。 さらに、彼が幼児期の道徳教育において重視 したものに、感謝

の基礎の確立のほかに、善 に対する好感、悪に対す る反感 といった道徳的な善の形成 を付 け加 えることが

で きる。

さて、 シュタイナーにあっては、 とりわけ感謝の念は、単 に道徳的な生 の基礎の形成に寄与するにとど

まらず、 さちに宗教性の基礎 をつ くる働 きをす る。宗教性 の基礎 とは神への愛 を言 う。 シュタイナーカポ

「誕 生 か ら歯 の 生 え か わ り まで の 時 期 に感 謝 に よ って 生 じ る愛 、 そ れ は 、神 へ の 愛 で す 」

(Steiner,Rl923a,S.ll7)と 述 べる ように、幼児の感謝の対象は他人に対する感謝から、 さらにそれにとど

まらず、神への愛へ と至るのである。

4.幼 児教育としての演劇の方法の原理

すでに明らかにしたように、 シュタイナーにあっては、幼児期の教育の目標 は、身体組織 ・器官を健全
`
Ψ 一_9㌧

に形成すること、身体 を活発に活動 させ ること、言葉を話す こと、思考力の基礎 を育成す ることならびに

道徳性・宗教性を育成す ることにある。では、この ような 目標 をどの ようにして達成すべ きか、またこれ

噂 ら'の目標を成 し遂げるためには
、いかなる方法に依 るべ きか。シュタイナー幼稚園では、その方法 として、

●

、 遊戯やお菓子作 り、人形劇 などさまざまな活動が行われるが、その一つ として、演劇活動が行われる。シ

ュタイナーによれば、 どの ような教育活動であれ、 この幼児期 の教育の方法の根本原則は、教育者がすべ

ての教育活動 を幼児 の本性、す なわち 「模倣」性 を最大限に配慮 して展開 しな くてはならない ということ

である。以下では、教育方法 としての演劇活動のあ り方の原理を具体的に述べ るが、 まず シュタイナニ幼

稚園の教育活動の根本を規定する幼児の模倣性 と、教育方法 としての模倣のあ りかたについて述べる。続

いて、演劇活動 において身体組織 ・器官の形成、身体活動・運動、話す力の形成、宗教性 ・道徳性の育成

とい う教育 目標が どのように して達成 されているかを、シュタイナーの理論に もとついて明らかにする。

(1)幼 児の模倣性

シュタイナーによれば、幼児の注目すべき状態の一つは、幼児が外界・事物に関心を寄せ、それを知覚

して生きることであり、しかも幼児はその知覚活動を大人とは違って全身で行う。身体全体で外界を知覚

して生きることが、幼児の重要な本性とされるのである。子どもはさまざまな領域に関心を向けるのであ
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るが、特に 「人間」 にはこの上な く強 く大 きな関心を向ける。ここに言 う人間とは、詳 しく言えば、人間

の 「身ぶ り」「しぐさ」「態度」「振 る舞い」 「表情」「声」等のことである。子 どもは周 囲の人の身ぶ りや

しぐさ、態度や振 るまい等にひときわ大 きな関心 を示すのである。このことについてシュ タイナーは次の

ように述べ る。「子 どもは、外界のすべてに対 してではな く、ある もの にのみ関心 を示す。即 ち、身ぶ り

(Gesten)、 態度(Gebarde)、 さまざまな動 きの状態 にあるもの(Bewegungsverhaltnisse)に 対 して関心を

示すのです」(Steiner,R」g24b,S.46)。

しか も、幼児は、他人 と一緒にいるとき決 して他人の身ぶ りや しぐさに関心を示す、すなわち知覚 し感

知するだけでは満足 しない。シュタイナーによると、子 どもは、知覚 した ら次の段階へ と進む。次の段 階

とは 「模倣(Nachahmung)」 である。子 どもは、周.囲の人の身ぶ りなどの動 きのあるものを知覚すると、

それを模倣するのである。シュ タイナーは次の ように述べ る。「子 どもは、周囲の人のある動 きを知覚す

る瞬間、自分の うちにその動 きを模倣 しようとする衝動が起 こるのを感 じる」(Steiner,Rl924b,S.46)。 「子

どもが何かを知覚 した場合、それが運動であろうとも、あるいは音声であろうとも、その子 どもの中には、

自分の内面性のすべてをかけて知覚 した ものを自分の中で真似て、同 じ形に再体験 しようとする衝動が生

じます」(Steiner,R.1922,S.17;シ ュ タイナー,R.1981,19頁)。 いかなる幼児 も模倣性 を持 ち、模倣性 に生 き

る。シュタイナーによれば、 こうした模倣活動 は、幼児が 自己を発達 させ ようとして行 う最 も特筆 さるべ

き本性である。この模倣は、幼児期 の教育、と りわけその方法のあ り方 を規定する最 も根本的で重要 な本

性 としてとらえ られる。

ところで、幼児が全 身で模倣する対象は、周囲の人の外に現われた身ぶ り、行為、動 きである。幼児は、

周囲の人の外に現われるもの、つまり、動作、表情、 しぐさ、口の動 き、四肢 の動 き、また音声、話 し方、

言葉 ・… ・・等々すべて感覚器官で把握 される ものを模倣するのである。だが、後 にも述べ るが、シュタイ

ナーによれば、幼児の身体 は、単 にこうした外面的 な身ぶ り・姿だけを模倣するのではない。それは、さ

らに周囲の人の内面の世界 ・精神的な世界 をも模倣する。

言 うまで もないが、幼児の接する周囲の人々は、目に見える身振 りや行為 によってのみ生 きるのではな

い。人々は、自らに備 わる霊 と魂、 とりわけ思考 ・感情 ・意志な どか ら成る魂の力によって、さまざまな

思い、思想、快 ・不快や美醜などの諸感情、希望、願い・… ・・等々、つ まり内面的・精神的世界 と呼ばれる

ものを持って生 きる。 こうした内面的な世界は、表情や身ぶ りや行為のかたちで明瞭 に外 に現 われること

もあるが、明瞭に現われない ことも多い。けれども、幼児 にとっては、それが明瞭に現われるとか現われ

ないといった ことは問題ではない。幼児 は、 とにか く周囲の人に大 きな関心 を持ち、 この人の内面的・精

神 的な世界 をも、それが外 に現われな くて もか ぎとり、模倣するのである。シュタイナーはこの ことを

「子 どもは精神的なものをも内的に身体で模写 します」(Steiner,R.1923b,S.111;シ ュ タイナー,R.1985、151

頁)と いった表現で述べる。

シュタイナー幼稚園では、園児たちは教師の動作 を見て まねて動 き演 じ、教師の言 う言葉 をまねて声 に

出 し、教師の歌うのをまねて歌 う。模倣の原理はシュ タイナー幼稚園における演劇活動全体 を貫 き、その

根底 をなしている。一般に模倣 については否定的に見る見方が強い。 しば しば批判や非難の的になる 「サ

ルまね」や 「模造品」 は、それを端的 に示 している。一般的には否定 的に見 られる模倣は、 しか し幼児 の

成長 という点か らみると、価値の高い ことがらである。それは模倣の行為が、人間 としての証である 「学

び」あるいは 「学ぶこと」 「学習」 を根 本か ら支えることだからである。シュタイナー教育では、幼児期

の子 どもの活動について 「学び」あるいは 「学ぶ」 という視点で とらえる。 シュタイナーが教 えるという

言 い方をせず、学ぶとい う言い方 をするのは、子どもの本性 の特徴 である 「自発性」 「能動性」 を何 より

も大切 にす るからである。

では 「学ぶ こと」はどのようにして行 われるのか。かれによる と、それは、まさしく 「模倣」によって

行 われる。かれは言 う。「一 ・すべてのことが らは、最初の数年間は模倣(Nachahmung)に よって学 び

(1ernen)と られ な くては ならない し、模倣 に よって周囲の 人々か ら受 け とられ な くてはな らない」

(Steiner,R.1923b,S.106)。 「子 どもは生 まれてか ら7歳 まで、すべてを模倣 をとお して学びます」(シ ュタイ

ナー,R.1999b,160頁)。 子 どもの学びはこのように模倣 と一体 のものと してとらえられるがゆえに、模倣

はこの上な く価値の高い重要なもの として位置づけられるのである。
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(2)身 体 組 織 ・器 官の形成 、身体活動 ・運 動 と しての演劇 の方 法原理

シュタイナーは、幼児の身体形成の方法 として、幼児の身体活動 ・運動に注 目しこれを重視する。すで

に述べたように、幼児は、 自分のうちに身体 を運動させ ようとする本性 ・衝動 をもって生 きる。幼児教育

に従事する教育者にとって重要なことは、こうした幼児の運動への衝動 ・欲求を満た してやることである。

しか し、幼児 は、この衝動を他の誰の助けをも借 りることなく、 自分だけで発動で きるものではない。そ

のため には、他人の助けを必要 とする。シュタイナーによれば、幼児の本性 に適 した、教育者の依るべ き

援助の方法 とは、教育者 自身が自分の身体 を動か し行動 して模範 を示すことである。 とい うのは、既 に明

らかにしたように、幼児が、周囲の人を 「模倣」する本性 を持つ存在だか らである。幼児 は、周囲の人の

動 き、運動 を模倣することを通 して運動への衝動を発動 させ身体運動 を行 うのである。

たとえば、キリス ト降誕劇で、身重のマリアとヨセブが宿 を求める場面では、円の中央で、.ヨセブとマ

リア役の園児が宿屋の戸 をたた く動作 などをする。円 になっているその他の園児 たちは、教師が 「残念な

が らこの宿屋は一杯です」 と歌いなが ら(ヨ セブとマ リアの申し出 を)断 るしぐさをまねる。園児たちは、

教師とともに、歌 いなが ら、ひ ざまずいた り、手 をつないで円を回った り、全身を使 って動作 をする。こ

の ようにシュタイナー幼稚 園でおこなわれる演劇は、身ぶ り、 しぐさ、つま り幼児の身体活動を重視 した

活動である。 しか しシュタイナーによれば、幼児期の身体活動で重要なのは単に身体 を動かせばいい とい

うことではない。

では身体活動の教育において、教師が幼児にとっての模範 とな りうるためには、その身体活動は、 どの

ような特徴を備えていなければならないのだろうか。シュタイナーは、幼児期の身体活動 に関 して、音楽

性 ・リズム性 を重視する。シュタイナーによれば、音楽的な身体活動が必要 なのは、それも幼児に宿る重

要な本性の一つだか らである。「子 どものころの音楽的能力は、大抵の場合、三歳か ら四歳 までの問に、

特に強 く働 いています。ですからこの ことに気付 き、そ してそれを表面的な音楽の勉強 と結びつけず、そ

れをその子 どもの身体の在 り方、特に踊 りと結びつければ、とて も大事なことを子 どもに してあげられる

のです」(Steiner,R.1919b,S.18;シ ュ タイナー,R.1989b,16頁)。 幼児の身体そのものが、リズムを持った動

き、運動 をしようとする傾向は、幼児 に備わる自然の衝動による ものである、ということもできるが、シ

ュタイナーによれば、リズムを もった身体活動への傾向は、身体内部の諸器官その もののリズム活動に由

来する。シュタイナーは、この ことを例 えば、「音楽的な体験は、本来、聴覚による知覚 とリズム的な呼

吸過程のなかにあ ります」(Steiner,R。1920,S.34)と い った言葉で述べる。身体内部の諸器官で リズム活動

の さまを最 も明確に示す ものは、心臓 と肺 である。 この動 き・活動 の本質は、鼓動 と呼吸に示 される よう

に、リズム運動にほかならない。心臓 も肺 も一定のリズムで動 き活動 している。人体の中心である心臓や

肺 の本質が リズム運動 にあるということ、 この心臓 ・肺 を含 む身体 の諸器官が幼児期 において著 しく発達

すること、 このことから手足 をは じめとする、幼児の身体運動の リズム性への傾向が出て くるのである。

それゆえ、教師は、できるか ぎり幼児 の面前では リズムに乗って身体活動 を行 い、示さなければならず、

シュタイナ㌍幼稚園のキ リス ト降誕劇では、園児 は教 師を模倣 しつつ、歌 を歌い、リズ ミカルに身体を動

か しなが ら、劇を行 うのである。

(3)話 す 力 の形 成 と しての演劇の方 法原理

幼児 は、 もし自分の周囲に言葉を話す人が存在せず耳 を傾 ける言語環境が存在 しない場合には、言葉 を

話せるようにはならない。 このことは言い換 える と、幼児が、言葉を話すことを 「模倣」に よって学習す

ることにほかならない。シュタイナーが幼児の話す力の育成 に際 してまず重視するのは、 こうした、幼児

の模倣 による言葉の習得である。 シュタイナーは、「話すことは、 まず第一に、耳で聞いた音声 を模倣す

ることです」(Steiner,R.1923a,S.37)、 「… … 幼児 は、 自分の周囲の人々を模倣 しつつ言葉を習得 しま

す… … 」(Steiner,R.1923b,S.IIO;シ ュ タイナー,R.1985,149頁)と 述べ る。言葉をこうしたかたちで習得

するのが幼児の本性であるが故 に、話す ことの教育において教育者が行わなくてはならないことは、幼児

の面前で言葉を話 し聞かせることである。それゆえ、 シュタイナー幼稚 園の演劇教育では、幼児 に台詞 を

覚 えさせ、言わせるかたちでの言葉の教育を行 うのではな く、教師の発 した言葉をそのまま真似 て発する
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ことで言葉の教育を行 うのである。

幼児においては、言葉の習得は、た しかに、周囲の人の話す言葉 を聞 き、これを模倣するという仕方で

行われる。 しか しシュタイナーにあっては、話すことの教育は、単 なる耳 と口の問題 に限定 されない。そ

れは、さらに広 く身体全体の問題 として把握 され、話す力は、根源的には、幼児の身体全体の活動 ・運動

か ら生 じるとされる。シュタイナーは 「子 どもは、 まず身体全体を通 して、話すということを始めるので

あ ります」(Steiner,R.1923b,S.llO;シ ュ タイナー,R.1985,149頁)と 述べるが、それゆえシュタイナーにあ

っては、話 し方の教育で重視 されな くてはな らないのは、歩 く、腕 を動かす… といった身体運動である。

言葉 を話す力 をつか さどるものは頭部の脳の働 きにあるが、この脳の働 きを促 すのは全身の活動だからで

ある。手足の運動、全身の活動か ら頭部の脳の活動が生 じ、そこか ら話す力が生 じて くる。

演劇はまさに生 きた言語教育 だが、シュタイナー幼稚 園の劇では、教師が模範 として言うセ リフには必

ずその言葉の示す事物や動作がともなう。先のキ リス ト降誕劇の例で言 えば、教師がヨセブのセリフ、す

なわち 「トン、 トン、 トン、 どなたかいませんか、今夜一晩 とめていただ きたいのですが」 というセリフ

を言 うときには、言葉 と同時に宿の戸 をたたく動作を幼児 もともに行 う。こうす るのは、幼児 にあっては、

それが示す事物や動作 との対応で言葉を習得することによって、言語能力が健全 に発達するからでもある。

幼児は、単 に教育者が口に出 していう言葉 をまね して習得するのではない。幼児期において、話すことは

人間の運動器官全体か ら生 じ、身体活動 ・運動、それ も先に述べたように、 リズムに満ちた身体運動を行

うことのなかで言葉 を習得 してい くのである。

また、シュタイナー幼稚園では、園児たち一人一人にセ リフを覚えさせ、言わせるかたちはとらず、あ

くまで園児たちは教 師のセリフを真似 して言うだけである。キリス ト降誕劇のセリフは、大人の間で使用

される知的な言葉(劇 中の独特 な言葉等)も 多い。幼児一人一人にそれらを正 しく覚えさせ言わせ ること

を避けるのは、幼児期の子 どもはまだ、知的なもの を欲 さない とい う幼児期の子 どもの本性に関する認識

から導 き出されたもので もある。他方、 日本の幼稚園で行われる劇は、 これとはまった く違って、園児一

人一人にセリフが与 えられる。園児 は、 自分でセ リフを覚え、保護者をは じめ とする皆の前で言わな くて

はならない。た しかに大人のセリフ も訓練 させれば、幼児で も言うことができるようになる。大人が 目を

見張るほど上手 に言 うことができる幼児 もいる。 しか し、両者の劇か らうかがえる言葉の教育に関する大

きな違いは、 日本の幼稚 園では、必要に応 じて、子 どもの欲求があ るな しにかかわ らず言葉 を教え、話す

訓練 をさせ るのに対 して、シュタイナー幼稚園ではその ようなことは一切 しない、 ということである。

シュタイナー幼稚 園では、幼児 に、「このセ リフは、このように言 うのです よ、 さあ、口に出 して言っ

てごらん」 などといったや り方 は意図的に排除し、決 して行 わない。このようなや り方は、強制的な色彩

が濃い。 シュタイナー教育で用い られるのは、強制的な要素を一切 とり除いた、幼児の 自由意志に基づ く

「模倣」である。幼児は、教師が模範 として示す言葉を、 自発的に模倣 して習得するのである。シュタイ

ナーの重視する幼児 の模倣活動は、フレーベルの言 う 「自己活動 に基づ く模倣」活動である。したがって、

幼児教育に従事する教育者が留意すべ きことは、幼児が 自ら進んで模倣 しようとする状態 をつ くり出すこ

とであ り、幼児の 目前で模範的活動 をみせつつ、幼児が模倣活動 を自らの力で行 うに至るときをじっと待

ち見守 ることである(広 瀬俊雄1988,126頁)。

(4)道 徳 性 ・宗教 性の育成 と しての演劇の方 法原理

シュタイナーによると、幼児期の子 どもは、他 の時期の子 どもと違って、 自分の周囲にいる人の心の中

の思いも外 に現 われた行為を も、そのすべてを道徳的にみてよい ものと無意識に信 じて模倣 しようとする。

幼児期の子 どもは大人 とは違 う存在である。大入は一般的に周囲の人の身ぶ りや目つきを見て、そこか ら

その人の心の中の道徳上の思いを読み取 るまで に至 らない。 しか し、子 どもは違 う。シュタイナーによる

と、幼児は周囲の人の身ぶ りや目つきを見てそこから心の中の道徳上の思いを読み取 り、 しか もそれを全

身で模倣 し吸収 してしまう。恐 ろしいことに、シュタイナーにあっては、全身で模倣 し吸収 して しまう、

周囲の人の道徳的な思い、 とりわけ邪悪 な醜い思いなどは、子 どもの後の生涯の中で身体 を蝕む力 として

作用 し、病気 を生み出す原因の一つとさえなる。それゆえ、シュ タイナーは次のように述べ る。「重要な
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こ とは、私たちが親、あるいは教師 として子 どもの周囲で単にあつかましくも眼に見えるような不将な行

為は しないということだけではな く、心のうちに真実の思いや感情 を持ち、心の うちに道徳的な思いや感

情 を持たなければならない とい うことです」(Steiner,R.1923b,S.107;シ ュ タイナー,R.1985,145頁)。

幼児期の道徳性の教育で重視 されな くてはならないのは、幼児 の知性 に訴えることを主眼 とす る説教、

言葉の内容 自体 よりも、大人の しぐさ、身ぶ り、言動などに潜む心の中の道徳性 と宗教性のあ り方であ り、

さらにそれらの思いをで.きる限 り実行 して生 きるということである。 したがって、幼児期の教育において

最 も重要なことは、模範たる教育者の内面の優れた道徳性 と宗教性が、教育者 自身の現実生活 におけるす

べての言動の端々にまで無意識に自然に表現 されるように、 自己教育 を行わねばならない、ということに

ある。というのは、幼児期の子 どもは、周囲の大人の言動の中で、 とりわけ道徳的・宗教的な要素を敏感

に知覚 して模倣 し、 自己の道徳性の基礎 として形成する(Steiner,R.1924a,S.35)、 す なわち道徳的なものは

周囲の人を模倣することによって生 じるからである。教育者の心の中の道徳上の思いが子 どもの成長 に及

ぼす影響の大きさを深 く認識するか らであろう、シュタイナーは 「この、教育者の心 の中の道徳上の思い

に基 づ く教 育 が 、歯 の 生 えか わ りまで く幼児 期)の 子 どもに と って は、最 も重 要 な もの です」

(Steiner,R.1924a,S.35)と 主 張するのである。

いうまで もなくキリス ト降誕劇 を生み出す精神的世界は、敬慶な宗教的世界である。教 師自身が、 どの

ような思いを抱いてキリス ト降誕劇を行 うかはとて も重要 なことである。幼児の前に立つ教師自身が、キ

リス トの誕生を心か ら祝福 し、神、およびキリス トに対す る感謝や愛をもってキリス ト降誕劇 を行 うこと、

さらに幼児に対する信頼、感謝の念をもって、幼児の前に教育者 として立つことでは じめて、敬慶な宗教

的世界や道徳的な思いは、幼児の心の奥深 くまで浸透 してい くのである。

演劇活動と教師の役割 一まとめにかえて一

さて、これまで見てきたように、子 どもが模倣によって学ぶ ということから、子 どもが学ぶ ときには ど

れほど周囲の人、つ まり教育者 との関係が重要であるかが分かる。それは模倣することが教育者その人を

模倣することであ り、教育者 との関係の中で模倣することだからである。シュタイナー教育の最 も大 きな

特徴の一つは 「子 どもと教 師との教育的な関係」の重視にあると言 っても過言ではない。 どち らか といえ

ば子 どもが教師 とじかに接する活動ではない人形劇 や自由遊びと異 なって、すでに述べて きた ように、演

劇活動は教師のあ り方が最 も重視 される教育活動である といえよう。シュタイナーは 「重要なのは教育や

授業の根本問題が教師の問題だ とい うことです」(Steiner,R.1924a,S.22)と 述べるが、『子 どもが自分の前に

立つ大人の外面だけでな く、その内面 にも目を向け、その内面 をも模倣 し、それを糧 に魂 や身体な どを成

長 させ ようとする本性を持 つことを考 えると、教育者のあり方、す なわち教育者が持 つ内面の世界はこの

上な く重要である。 この ように教 師の内面 をすべての基盤 と して、模倣の原理に基づ き、身体組織 器官

の形成、身体活動 ・運動、話す力の形成、道徳性 ・宗教性の育成 を行 うのが シュタイナー幼稚園の演劇活

動である。シュタイナー幼稚園では、子 どもの本性 を深 く理解することで、教 師が幼児の成長 に及ぼす作

用の大 きさや重要性 を深 く認識 し、理解 し、子 どもと教育者 との関係 を十分 に考慮 した教育実践 として演

劇活動が行 われているのである。

以上、 シュタイナーの教育理論に基づいて、幼児期の子 どもの本性 を明 らかにし、そこか ら導 き出 され

る幼児教育の目的を述べた。 さらにその目的を達成するための教育の方法原理 としての演劇について、シ

ュタイナー幼稚園で頻繁に行われるキリス ト降誕劇 を例 にとって明 らかにした。た しかにシュタイナー幼

稚園の演劇は、まだ、私たちの想像す るいわゆる 「演劇」には程遠い。本格的な演劇活動が行 われるのは、

児童期、青年期、つま りシュタイナー学校 においてである。シュタイナー学校 では、演劇活動 はシュタイ

ナー学校の教育課程 の中核 に据 えられ、その内容、 目的、具体的な方法のいずれをとって も、シュタイナ

ー幼稚 園での演劇活動 とは全 く異なる。シュタイナー学校における本格的な演劇活動 については、稿 を改

めて論 じたい。
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<注>

1)シ ュ タイナー幼稚園 ・学校でよく使われる竪琴のような楽器。

2)シ ュタイナーは特 に思考、感情、および意志の3つ をもって魂 を代表 させる。

3>こ こにいう節 目とは、幼児期、児童期、青年期のことである。

4)シ ュタイナーによれば、感謝の念が築かれるのは、誕生 から歯の生 えかわりまでの幼児期においてで

あ り、愛の基礎が確立す るのは、歯の生えかわ りの7歳 頃か ら第二次成長の目立つ14歳 頃までの児童

期である。そ して義務 は、14歳 以後 にこれらの感謝 と愛の基礎 の確立の上 に形成 される。
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Theo町andPrac血ceofDramaactivi寸y

intheSteinerKindergarten

HIROSEAyako

RudolfSteinerisknownasphilosopher,anthroposopherandeducatQr.Thispapertriestoinvestigatethe

purposeofdramaactivity,especiallytakingtheAdventdramaasaneducationalmethodintheSteinerkindergarten

basedonhiseducationaltheoly.Heattachesimportancetoinf㎞ ピsnaturetofbrmbodyorganization,bodyactivity,

abilityof .speaking,developmentofmoralityandreligiousnature.Theaimofeducationintheperiodofinfantisto

satisfyinfant'snature.Therefbredramaactivityisorganizedbasedontheprincipleofimitationasamethodwhich

developsinfimピsbodyorganlzation,bodyactivlty,abilityofspeaking,moralityandreligiousnatule.Thedifference

inthed㎜aactivitybetweenJapanesekinde㎎ 餓en㎝dSteinerkinderg飢enisthepositionofteache路.Teachersin

thedramaactivityintheSte量nerkindergartentaketheinitiativeinthedrama,playwithinfantsandbecomemodels

fbrinf血nts.Thisisthemostimportantaspectofeducationa夏methodintheSteinerkinde㎎arten,b㏄auseimitationas

inf鋤t'snatureisfUndamentalindleeducationofinfant.


